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「リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議」議事録 

 

１ 日時 令和 7年 9月 17日（水）13:30～14:30 

２ 会場 県庁３階 第３応接室ほかオンライン開催 

３ 出席者 

【県】（東京事務所）阿部知事、安藤リニア整備推進局次長 

（県  庁）新田副知事、大日方企画振興部次長、室賀リニア整備推進局長、 

細野リニア整備推進局次長 

（飯田合庁）岩下南信州地域振興局長、宮島南信州地域振興局副局長、 

折井飯田建設事務所長 

（伊那合庁）池上上伊那地域振興局長、川上伊那建設事務所長 

【市】佐藤飯田市長、白鳥伊那市長、伊藤駒ヶ根市長 

【南信州広域連合代表】下平豊丘村長 

【上伊那広域連合代表】白鳥箕輪町長 

【オブザーバー】向井南木曽町長（木曽広域連合）、小林木曽地域振興局長 

 

４ 発言内容 

【細野 リニア整備推進局次長】 

それでは定刻になりましたので、ただいまから、リニア中央新幹線整備を地域振興に活

かす伊那谷自治体会議を開催いたします。 

初めに本会議の座長であります阿部知事よりご挨拶をお願いいたします。 

 

【阿部知事】 

皆さんこんにちは。 

今日、私は東京からの参加ということでありますが、この会議はオンラインでの開催と

いうことで、メンバーの皆様方には大変お忙しい中ご出席をいただきましてまずは誠にあ

りがとうございます。 

また日頃から連携をさせていただく中で、リニア中央新幹線の建設促進に向けて取り組

みいただいておりますこと、また各市町村長の皆様には地域課題の解決に向けて、大変そ

れぞれご尽力をいただいておりますこと深く敬意と感謝を表したいと思います。本当にあ

りがとうございます。 

その一方で、リニア中央新幹線ができるだけでは地域は元気になっていかないと思って

おります。 

そういう意味でリニア中央新幹線を活用して、伊那谷あるいは木曽も含めた南信全体、

さらには、長野県全体をどう活力ある地域にリニアを契機に変貌させていくかが大きな課

題であり、この会議はだいぶ間が空いてしまって大変恐縮でありますが、前回国のリニア
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開業に伴う新たな圏域形成に関する関係府省等会議に対して、長野県として提案した内容

を共有させていただきました。 

これもぜひ具体化、具現化を図っていかなきゃいけないと思いますし、また、リニアバ

レー構想推進に向けては、これまでも市町村の皆様方との検討で方向性を共有しながら、

役割分担を決めて取り組んでいこうということで、確認をさせてきていただいているとこ

ろであります。 

しかしながら、まだまだ足踏みしている分野がほとんどではないかというのが、私の認

識でございます。 

また、リニアの開業時期が明確になっていない状況ではありますが、我々としては引き

続き１日も早い開業、それから開業時期の明確化をＪＲ東海に対しては、結束して求めて

いかなければいけないと思っています。 

その一方で、伊那谷全体あるいは木曽を含めてどうするかという方針が決まらずにこの

まま進んでいくことは許されないと思っています。 

皆様と方向をしっかり共有しながら、伊那谷の活性化に向けて、しっかり県としても取

り組んでいきたいと思っております。本日の会議は、少し間が空いておりますので、今ま

での振り返りも含めて皆さんと問題意識を共有して、ここからギアを切り替えて、スピー

ドアップをしてより具体的な取り組みを行うようにしていきたいと思っております。 

皆様方の引き続きのご協力、それぞれの立場でのご尽力を心からお礼申し上げ、私から

の冒頭の挨拶としたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

それでは議題に移りたいと思います。「これまでの経過とリニアバレー構想推進に向け

た今後の取り組み」についてです。 

 

【室賀 リニア整備推進局長】 

リニア整備推進局長の室賀です。いつもお世話になっております。 

それでは、資料１－１「これまでの経過とリニアバレー構想推進に向けた今後の取り組

み」ということで、経過をまずはご説明させていただきます。 

まず１行目、伊那谷自治体会議ではこれまで、平成 28年２月にリニアバレー構想を策

定しております。２行目になりますが、令和２年３月に策定いたしましたリニアバレー構

想実現プラン基本方針で、伊那谷地域での具体的な取り組みと戦略的なチャレンジとして

まとめたところであります。 

資料１－３をご覧願います。右側であります。赤字の部分がリニア開業に向けて、各機

関が連携して喫緊に取り組むものとしております。それと戦略的チャレンジのところにな

りますが、さらに黒字の部分につきましては、既に取り組みが行われており各機関が進め
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ているということで整理をされています。 

今回ここで整理いたしました取り組みについて、後ほど振り返りをさせていただきたい

と考えております。 

戻りまして、資料１－１、３行目であります。 

昨年、リニア開業に伴う新たな圏域形成に関する関係府省等会議という国の会議に対

し、伊那谷地域の特性、強みを生かした実証都市圏域を形成していこうということで、長

野県の提案をまとめたところであります。 

この提案の内容を、４行目にありますとおり、前回の伊那谷自治体会議で共有をさせて

いただいたところであります。出席いただきました市町村長の皆様方にもご議論していた

だいた政策の方向性でこの内容を進めていくことを確認したところであります。 

この長野県提案につきましては、資料１－１に赤字で中段へ記載させていただいており

ますが、伊那谷自治体会議でこれまで取り組んでいくこととしておりました基本方針、先

ほどの資料１－３になりますが、この考え方を基本といたしまして、県が取り組んで取り

まとめたものであります。資料１－３の先ほどの取り組みと連動しながら事業を進めてい

くものと考えております。 

この関係府省等会議で提案いたしました事業内容を推進しつつ、県といたしましては、

これまでの取り組みの現状についても、一度振り返り、今後の方向性の確認をする必要が

あると思っております。 

本日はこの後、意見交換の時間がございます。この時間の中で各項目の今後の方向性に

ついてもご発言をいただきたいと考えております。 

なお、本日出た意見を踏まえ、今後、幹事会でも議論していきたいと考えております。 

資料１－１、５行目になります。関係府省等会議における長野県提案でございますが、

昨年９月の国の中間取りまとめにこの記載がほぼそのまま反映をされている状況でありま

す。 

これに加えまして、国においては、この中間取りまとめの内容を資料１－６及び参考資

料に記載をしておりますが、現在策定中の次期広域地方計画へ反映し、リニア中間駅を核

とした広域の地域活性化として、広域連携プロジェクトにも続けるよう予定されていると

聞いております。 

あわせまして、リニア中間４駅における広域連携についても具体化すべく、長野県が現

在主導しまして、神奈川県、山梨県、岐阜県と共同で検討を進めているところでございま

す。 

県としましては、重点提案として掲げました多極分散型国家のモデルとなる実証都市圏

域の先行形成に向け、ベースとしておりますリニアバレー構想の振り返りも踏まえなが

ら、取り組みを具体化していきたいと考えております。説明は以上です。 
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【細野 リニア整備推進局次長】 

続きまして、議題（２）をお願いいたします。リニア開業に向けた今後の取組、主な取

組状況の共有として、県、伊那市、駒ヶ根市、飯田市の順でお願いしたいと思います。 

まず、長野県の取組につきまして室賀からご説明申し上げます。 

 

【室賀 リニア整備推進局長】 

先ほど資料１－４及び１－５で説明をさせていただきましたリニア関係府省等会議にお

ける長野県提案を事業化するため、具体的な行動を開始したいと考えております。 

資料２－１をご覧願います。 

「リニアを核とした多極分散型国家のモデル検討」ワーキングチームの設立についてで

す。ワーキングチームでは、リニアによる時間距離短縮効果とデジタル技術活用、地域資

源を強みといたしまして、実証都市圏域形成のための施策を検討したいと考えておりま

す。 

検討事項といたしましては、まずは中央省庁や国、研究機関の一部機能や国、研究機

関、各種実証プロジェクトの人材受け入れなどを想定しております。 

進め方といたしましては、19日に長野県リニア中央新幹線地域振興推進本部会議におき

まして、県として決定をし、進めていきたいと考えております。 

今後、具体的なテーマごとに検討メンバーをお願いすることを考えておりまして、市町

村の皆様方にお声がけをさせていただきたいと考えておりますので、何卒ご協力をお願い

いたします。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

続きまして、伊那市の取組につきまして、白鳥市長お願いいたします。 

 

【白鳥 伊那市長】 

最初に日本を支えるモデル地域を目指してということで、数年前からこんな取組をして

きておりますが、阿部知事のおっしゃっている地方から日本社会を変えるというところが

非常に近いかなと思っております。東京一極集中を是正する。リニアが開業することによ

っていろんなチャンスが巡ってまいりますし、地方がもう一度息を吹き返すということで

考えています。 

それに向けて、地域ブランディングということで、つい先日、伊那市のブランディン

グ、ブランドスローガンを決めました。６年前からずっと検討していましたが、「森とい

きる伊那市」ということで、森林と関わっているだけではなくて、全てのことが森と繋が

っているというそんな意味です。哲学的であり、あるいは森に対する畏敬の念だとか、福

祉にしても観光にしても全て森と密接な繋がりがあって今成り立っているということで、

「森といきる伊那市」というブランディングを作りました。これから何年かかけてだんだ
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ん浸透または具体化していくという作業に入ってまいります。 

その次ですが、地域ブランドとしてのステータスのもとで地方創生に資するシンボリッ

クな取組を三つ紹介させていただきます。 

まず一つ目は、ソーシャルフォレストリー都市の形成であります。これは伊那市独自の

理念として、林業関係者だけではなくて、地域住民と協働して森林整備に参加をし、資源

の利活用を行うもので、これを具体化するために「50年の森林ビジョン」を策定しており

ます。 

このビジョンの推進によって、森林を単なる経済価値だけではなくて、文化、防災、環

境などあらゆる方面において、50年という時間軸で社会資本としての森の価値を高めてい

くことがまず一つであります。 

次はカーボンニュートラルの推進です。具体的には「伊那から減らそう CO2!!」という

ことで、平成 28年から取組をしております。小水力発電とか、木質バイオマスの活用、

公共施設への照明防犯灯の LED化、それから充電ステーションの整備とか、EV車両の導

入、低炭素社会の実現を図ることを目的としています。 

三つ目ですが、これはローカル GovTechであります。テクノロジーを活用した地域課題

の解決であります。地域における大きな課題としてあるのは、移動・買い物・医療。こう

した移動困難者、買い物弱者、医療の困難者という三つの大きな課題がありまして、移動

については伊那市ではＡＩによるドア・ツー・ドアのオンデマンド乗合サービスとしての

「ぐるっとタクシー」とか、デジタルタクシーとして、ドア・ツー・ドアで移動できるよ

うな環境を作っております。 

買い物につきましても、「ゆうあいマーケット」といいまして、ドローンを使った商品

の注文とか配送ということで、午前中注文があれば午後には届ける。 

それから医療面ですが、これはオンライン診療型ＭａａＳによるお医者さんが乗らない

移動診療車モバイルクリニックの社会実装をしております。10月にはもう 1台導入して、

妊産婦専用のモバイルクリニックとして予定をしておりまして、なかなかお医者さんに行

くことが難しい方のためにこれらを整備しております。 

一方で、テクノロジーはあくまで手段でありまして、行政に求められる最終ゴールは、

住民幸福度への訴求であります。システムのサービスではなく、マンパワーとの融合によ

って、ラストプロセスでは必ず人が介在するという温かみのあるサービスモデルを展開し

ています。 

最後ですが、これは新たな政策トレンドとして空の輸送革命に取り組んでおります。 

５年前から川崎重工さんと一緒になって進めておりまして、全国的にヘリコプターのソフ

トがパイロット不足であり、山小屋への荷揚げの業務が難しいため、それに変わる手段と

して、垂直離着陸型航空機 VTOLを使った物資輸送の仕組みづくりであります。またご案

内しますけど 10月の末に、伊那市で実際に荷物を運ぶデモンストレーションをする予定

であります。重量が 200kg、航続距離 100km、標高 3,100mまで運ぶということを、全く無
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人で行う。通信環境は Starlinkや、HAPSというものを使って冗長性確保を行うというこ

とであります。 

伊那市は、地方都市の私達がコミットしてきた日本を支えるということ、これをさらに

一歩、二歩進め、日本を変えるという非常に崇高な理念のもとでこれからも官民共同で一

体となってこの実現に向かって進めていきたいという思いで発表させていただきました。 

それからまた後ほど少し触れたいと思いますが、先ほど県の発表の中で非常に私が心配

していたことが、だんだん具体的に見えてきたかなと思ってちょっと安心しましたが、資

料１－３の次ページの辺りですね。二次交通の整備とか、あと観光のコンテンツ作りと

か、広域でなければできないこと、こうした市町村ではなかなか難しいところについて

は、県がかなり具体的に踏み込んでリーダーシップを取ってもらって進めていただきたい

ということをずっと考えておりましたので、この資料にあることを、ぜひとも私達も一緒

にやりますけど、実現に向けて今まで以上に力を発揮していただきたいという思いがしま

す。 

私達伊那の場合は、リニア構想とか話をさせてもらったり、飯田市だったら、リニアの

長野県駅の周辺およびバスや建物について検討したり、こうした取組は基礎自治体でもで

きるが、もっと大きな周回するような観光だとか、インバウンドだとか、国家戦略に近い

ようなものは県が思い切って旗振りをしてもらいたいということをお願いして伊那市から

の発表を終わらせていただきます。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

続きまして駒ヶ根市の取組について、伊藤市長お願いいたします。 

 

【伊藤 駒ヶ根市長】 

リニア観点ということで言いますと、私ども駒ヶ根市としては様々なまちづくりはあり

ますけれども、伊那谷最大の観光地ということで観光に絞ってお話をしたいと思います。 

先週、名古屋市へ行ってまいりましたが、名古屋市は今、駅前の大再開発が進んでいる

ところであります。その中でオフィスビルの開発も進んでいるのですが、名古屋でどれぐ

らいの需要があるのだろうかという話をすると、名古屋と横浜の賃料を比べれば名古屋の

方が安い。リニアが開業すれば、東京や首都圏から 30分で、通勤圏であれば、同じオフ

ィスを作るのに、横浜よりも安い名古屋の方で作って仕事をするという選択肢が相当増え

るのではないかという見方もございました。 

そうしますと名古屋から、この伊那谷は 40分。そして東京からは 1時間になりますの

で、伊那谷・駒ヶ根市が長野県内で首都圏・中京圏から最も近い山岳リゾートになる時代

がやってまいります。それに向けて私どもとしては取組を進めてまいりたいと考えており

ます。 
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その際にキーとして考えておりますのは、やはりゼロカーボン、ＳＤＧｓであります。

特に欧米の観光客の皆さんを意識した場合、環境に優しい、環境とともに歩んでいる観光

地であるということが、選ばれる基準になる、世界標準になると考えております。駒ヶ根

市、そして中央アルプスはそれが十分に可能な地域だと考えております。 

現在ある観光資源、これは２万年前の氷河期からの宝物であります。千畳敷カール、そ

して復活を遂げたライチョウ、いずれも氷河期時代の贈り物、それをゼロカーボンの中で

楽しむという形に作り上げたいと思っております。 

駒ヶ根市は非常に日照時間が長い。伊那谷全体もそうですけれども、そうしたことで太

陽光の発電そして現在県の企業局にも新しい水力発電所を造っていただいておりますが、

こうした小水力発電を活用して再生エネルギーを活用した観光地としてまいりたいと思っ

ております。既に山麓周遊バス等の実証実験は続けております。 

もう一つの大きなキーは、山岳バスであります。駒ヶ根高原とロープウェイの駅を結ぶ

アクセスは、現在は非常に狭隘な県道を職人芸の運転手さんが路線バスで結んでおりま

す。 

それをぜひゼロカーボンとして仕上げていきたい。ＥＶなどの実験も検討しましたが、

なかなか馬力的に難しく、水素エンジンを使ってはどうかという検討を進めております。

飯田市・信大で水素の製造が進んでおりますが、そうしたところから、この駒ヶ根高原に

水素のガスステーションを持ってきていただき、これを観光の足として、使っていくこと

を進められないか、ぜひ検討をしたい。これは長野県とともに進めることができれば、ゼ

ロカーボンの山岳リゾートとして大きく働くことができるのではないかと考えておりま

す。 

これが駒ヶ根高原の将来像であります。この高原一帯を再開発・再整備をしまして、ゼ

ロカーボンリゾートの基地としたいと考えております。現在、駒ヶ根市は、中央アルプス

を中心に年間 100万人の観光客に訪れていただいております。市の人口の 30倍の方が、

交流人口として既にあるということでございます。ここにインバウンドを含めてさらに上

乗せをしていくことで、伊那谷全体の交流の起点としていくことを進めてまいりたいと思

います。 

駒ヶ根市を入口として伊那谷各地へ繋げていきたい。観光に絞っては、（駒ヶ根市が）

伊那谷の起点となりたいと考えております。ぜひよろしくお願いをいたします。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

続きまして飯田市の取組について、佐藤市長お願いいたします。 

 

【佐藤 飯田市長】 

飯田市としては、先ほど阿部知事から伊那谷全体をどうするかという方向感の話があり
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ましたけれど、そういった意味でゼロカーボンと森林活用、こういう観点でお話をさせて

もらいたいと思います。 

１ページ目はですね、先ほど説明のあった関係府省等会議の資料ですけれども、この中

でも、多極分散型モデルとなる実証都市圏域を先行形成していくということで、次世代産

業等へのチャレンジ、それから持続可能な環境先進地域づくりをお示しいただいています

が、次のページお願いします。 

まず先ほどから話にでている水素・信州大学が研究しているグリーン水素について、飯

田市が実証タウンに選ばれてこれから水素パネルが置かれ、また堂免先生の研究拠点が置

かれて飯田で研究が進んでいきます。この水素をどう活用していくか、関連作業をどう展

開していくか、これが１つ飯田市としてしっかり取り組んでいきたいことになります。 

次のページお願いします。これは信州大学が作っている資料ですけれども、信州大学で

も飯田市と特にリニア駅周辺を実証エリアとして、水素エネルギーの地産地消モデルを作

ってやっていこうというものであります。先ほど中部圏の広域地方計画の中で、水素のサ

プライチェーンという言葉が出ていましたけど、長野県の場合は沿岸地域での大規模な水

素プラントというよりは、地産地消モデル圏域内で必要なものを必要なだけ作るというモ

デルだと思います。そういったものをぜひしっかり進めていきたいというのが一つです。 

次のページですが、これは関係府省等会議の中でも引用されていました。先ほど伊那市

長からプレゼンテーションのあった森林を中心とした循環をさせる、色々な多面的な森林

活用をすることだと思いますが、まさに森といきる伊那谷、木曽谷。森といきる信州が、

一つ共有すべき方向感ではないかと思います。そういうこともあって飯田市が担当する駅

周辺整備の中で創るキャノピー（大屋根）については、木質化しようということで今進め

ています。木質化した大屋根というのは、先ほどの循環の図ではありませんけれども、森

林から切り出して活用するという循環の起点となる一つの象徴的なものと考えておりま

す。 

次のページお願いします。駅周辺のエリアには、ぜひこういった木造都市みたいな形

で、いろいろ開発を進めていくにあたっては、都心・都会とかにあるようなコンクリート

のビルを造るのではなくて、こういう木造都市を造っていくイメージで開発していったら

どうかと思っています。 

県の資料の中でもゼロカーボン都市エリアのイメージで、Loop50の大林組の絵をお示し

いただいていますけども、こういったオフィスとかあるいは二地域居住のマンションとい

ったものを駅周辺エリアに形成していく。こういうイメージで、県にもぜひ主導していた

だいて、そういった木造都市を造り、それを一つのフックにして、林野庁や森林総研の誘

致に繋げていくイメージだろうなと。 

今後、サウンディング型の市場調査をやってもらって、どこでそういうことができるの

かという話があることから、今飯田市では駅周辺の都市計画について、高さ制限が今まで

かかっていた計画の緩和を可能にしていく。これは協議によって制限を緩和するというこ
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とで、先ほどのような木質化したビルを造るという場合であれば、これまでの高さ制限を

緩和して民間投資を促すことも考えています。 

ぜひ県と一緒になって、こういった木造都市エリアを作って世界に発信できるような、

そういう都市形成をしていければと考えております。 

ぜひゼロカーボンと森林活用というこの二つの大きなイメージを伊那谷・木曽谷で共有

をして進めていければと思います。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

長野県の取組としまして、資料２－２をもう一度振り返っていただければと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

 

【室賀 リニア整備推進局長】 

資料２－２について、先ほど伊那市長様、そして飯田市長様からもコメントいただいた

ものと関連する事業となります。 

まずは左上になりますが、リニア駅アクセスの検討です。広域的二次交通、こちらを具

体的に進めてまいりたいと考えております。 

下段、左下になりますが、リニア駅近郊土地利活用ということで、我々も、サウンディ

ング型市場調査を一緒にやっていきたいと考えております。 

右上でございます。駅舎のデザインにつきましても全体の調和がありますので、飯田市

さんと連携して、ＪＲ東海への要望調整を図りたいと考えております。 

最後右下でございます。リニア駅高架下空間の利活用ということで、交通情報を始めと

して広域的な機能について幅広くサービスを提供するための高架下空間について、県とし

て飯田市さんと一緒に検討を進めたいと考えております。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

それでは、議題の最後３番目の意見交換に移りたいと思います。 

先ほどの議題１、議題２に関しまして、今後のリニアバレー構想の実現に向けた今後の

方向性、あるいは伊那谷全体で進めていくにあたっての連携の方策、広域でなければでき

ないというような視点で意見交換をお願いしたいと思います。 

残りの時間が 20分程度となってきましたので、大変申し訳ありませんが、概ね２分程

度でお願いできればと思います。こちらから指名をさせていただきますが、まず阿部知事

いかがでしょうか。 

 

【阿部知事】 

各市長さんからお話をいただいて大変ありがとうございます。大体方向感が同じ方向に
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なってきているのではないかと思います。今話していた森、フォレスト、森林をどう使う

かということと、ゼロカーボンが共通しているキーワードではないかと思います。 

うちのまとめ方があまりそれらと合っていないので、二次交通の話だとかまちづくりの

あり方はもちろん考えなきゃいけないと思っています。一方で、今出てきたようなキーワ

ード、駒ヶ根市さんの観光のゼロカーボンリゾートも含めて、トータルで伊那谷をこうい

う地域にしていきましょうっていうことを、今のお話を伺っているとかなり絵が描けそう

だなと思います。そこは県でしっかり取組をしたいと思いますので、リニア局で受け止め

て、まとめてもらいます。 

それから、最近『「風の谷」という希望』という本を、安宅和人さんが書いています。

読まれている方もいらっしゃると思いますが、人口減少の中で都市化が問題ではないかと

いう問題意識の中で、人口密度が低い地域を風の谷として再生するにはどうすればいいか

を色々な角度から検討されている本です。私はまだ全部読んでいませんが、非常に視点と

か取組の方向性に共感できる内容がたくさんあるし、伊那谷の未来を考える上で非常に参

考になるのではないかと思います。私は皆さんとこの本の話をまず共有したいと思いま

す。これを読んでいると、伊那谷をどうするかと考えたときに、今日皆さんからお話が出

ているとおり、大都市とは違う地域をどうつくるか、多分まちづくりも、さっきの木造都

市の話もありましたけれども、既存の街をイメージしてまちづくりをしても多分あまり人

が集まらないのかなと思うので、少し尖った方向性で地域のことを考えなきゃいけないの

だろうと思います。 

そうした中で、この風の谷を生成する求心力の３要素を言われていて、一つは絶景、景

観ですね。伊那谷はアルプスの景観に恵まれていますし、大都市から来た人は来るだけで

心地良さを感じると思います。 

そうした人たちを受け入れるためには、安心できる生活基盤が必要だと。私はやっぱり

教育の問題と、それから医療の問題。私は県と市町村と一緒に、全県全体の医療と教育を

考えなければいけない立場であります。本当に人を惹きつける地域を実験的に作るのであ

れば、教育と医療は、かなり市町村の皆さんに依存している部分が多いわけですが、結構

一緒に考えたり一緒に取り組んだりしているので、ぜひ何か考える必要があるのかなと。 

教育は、実は午前中に総合教育会議で教育委員会の皆さんと話しましたが、例えば外国

の高度人材を受け入れるために、英語で教育するとか、そういうことも考えなきゃいけな

いのではないかというご提案もありました。 

まさにこの地域がリニアで名古屋や東京と繋がるときに、この地域を発展させていく上

では、外国人に限らず、いわゆるクリエイティブ人材をどう集められるかはかなり大きな

一つのキーワードになってくると思います。 

そういったことを考えるために教育をどうしていくかを、今教育委員会の TOCO-TONを

始め、今までの教育とは一線を画して、長野県から学びの新しい当たり前を作ろうという

ことで取組を始めています。市町村と一緒にやらないとできないことがたくさんあるの
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で、この教育改革も一緒にやらせていただきたい。 

それから医療の部分は、持続可能な医療体制を作っていく、そして限られた医療人材を

有効に活かしていくことを考えると、今医療のグランドデザインで県としてお示ししてい

る医療機関の役割分担、連携が非常に重要になってきます。 

この地域で安心して暮らせるための医療のあり方を県も中心になって考えなければいけ

ない課題でありますので、一緒に考えさせていただければありがたいと思います。 

今日方向性として出されている森林林業であったり、あるいは観光であったり、カーボ

ンニュートラルであったり、３市ほぼ同じような方向性だと思いますので、県としても整

理をさせていただきます。 

もう一つは、安心して暮らせる地域社会をどうするかという観点では、教育だったり医

療であったり、具体的な取り組みを一緒に考えていきたいと思います。 

二地域居住であったり、関係人口であったり、移住も重要ではありますが、リニアで、

短時間で移動できるメリットを生かして、どういう人たちにどう関わってもらうかという

ことを、もう少し掘り下げていく必要があるかと思いますので、まずは一緒に考えていき

たいと思います。 

私からは以上です。よろしくお願いします。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

続きまして、このあと途中退席予定の伊那市白鳥市長からお願いします。 

 

【白鳥 伊那市長】 

私からは、長野県で最後に室賀さんに説明してもらった取組の事例がありましたが、こ

れはこれでよく分かりますが、県としてはもっと広い視野で捉えてもらいたいと思いま

す。 

例えばリニアの駅のアクセス、広域的な二次交通だとか、トランジットの仕方だとか、

これはいいと思います。 

その下の土地利用だとか、駅のデザインとか、空間利用は飯田市さんがやればいい話で

あって、県はもっと高所から物事を見て、例えばインバウンドのある広域観光を目指すだ

けじゃなくて木曽谷だとか長野県全域にどうやって誘導していくとか、二地域居住の具体

的な誘導策はどうするのかとか、首都機能を分散させるときに長野県あるいは伊那谷であ

ればどんなところを対象にして取り組んでいくのかとか、本社機能として持ってくるかと

か、それぞれの取組について具体的にチームを組んでやっていくとか、そんなところをぜ

ひ県でやってもらえればと思います。 

この話の中でいくと、今日ちょうど箕輪の町長さんもいらっしゃいますが、伊那市の話

はしていますが、上伊那全体の市町村の話は出てこないですよね。 
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広域連合はあるにしても、このリニアと上伊那全体はどうなのか。あるいは飯田市と下

伊那の皆さんはどういう関係でリニアをどう捉えているのか、どういうアクションをする

のかがちょっと見えないので、３市だけでやっているわけじゃないので、そうしたところ

は県で、ぜひもっと高所から物事を見て進めてもらいたいと思います。 

私もこの会議は最初から出ていますが、なかなか具体的なものが見えないまま今まで来

ています。もうそんな時期ではないので、これからもっと踏み込んで示してもらう、ある

いは私達もどんどん意見を言って、丁々発止のやり取りをしながら、ビジョンを変えない

と効果が現れないと思います。ぜひそんな点でのリーダーシップを発揮していただきたい

ということを私からお願いをしておきます。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございます。 

本日上伊那広域連合の代表で、箕輪町の白鳥町長がご出席されていますので、白鳥町長

お願いいたします。 

 

【白鳥 箕輪町長】 

こんにちは。箕輪町の白鳥でございます。私は上伊那の６町村の代表というイメージで

話をさせていただきます。 

上伊那は、北から南まで 50キロと非常に長い距離を持っていることもあって、リニア

に対する関心度とか、やらなければいけない振興策が、北と南ではかなり違うというのが

実態だと思います。 

あわせて、今まで長野県の交通結節点は、新幹線の長野を除けば多分松本・塩尻だった

と思います。その交通結節点と新たにできる長野県駅との関連を、今回、広域二次交通と

いう話なので、そういったところをいかに結びつけるかという問題がまだ見えてこないと

いう感じがしています。 

そういう意味で特に上伊那北部にとってはまだ遠い部分があるという感じがいたしまし

た。 

それと上伊那全体を考えますと、上伊那地域の製造業の集積は、町村部も含めて、日本

の中でも圧倒的な集積度だと思っています。これを使って、中小企業なり、研究機関と

か、森林もそうですが、こういった研究レベルの話が誘致できないか、これはぜひ県に期

待をさせていただきたい。 

伊那市長、駒ヶ根市長から話がありましたので、私達はそれに連携をさせていただきた

いと思いますが、そのことを非常に強く感じました。 

また、ゼロカーボンの話は南信地域でかなり取り組んでいる部分ですので、私達も取り

組んでいますけども、ぜひ進めていただきたいと思います。 

もう一つ、暮らしやすさという意味合いで、長野県は元々健康長寿や平均寿命が高く、
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上伊那地域の平均寿命は長野県の中でも圧倒的に高いです。そういう意味でこの地域の暮

らしやすさ、自然の豊かさを前面に出して、取り組んでいく必要があると思います。森だ

けではなくて、それ以外の暮らしやすさも大事にしてもらえるとありがたいと、そういっ

た取組を期待します。 

それと上伊那地域、特に私ども含む北部は、工事現場などが見えないので、まだ遠い部

分があります。そういう意味で一番お願いしたいことは開通時期の目途を示していただき

たい。それがなかなかできないとすれば、いかにリニア中央新幹線のＰＲをするかを改め

てお願いをしておきたいと思います。 

以上です。よろしくお願いします。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

続きまして本日、南信州広域連合の代表でご参加いただいております豊丘村の下平村長

お願いいたします。 

 

【下平 豊丘村長】 

豊丘村の下平です。よろしくお願いします。 

県の資料の中で、先ほどから話題にもなっています、サウンディング型市場調査を実施

という中で、これからこの地域のグランドデザインをつくっていくためにとても大事なも

のだと思います。 

サウンディング型市場調査は相手がいないとなかなかできません。おかげ様で知事がし

っかりと動いていただきまして、飯田下伊那に関係の深い京浜急行、さらには長野県に関

係の深い東急観光など、一緒になってやっていただけるプレイヤーを探していただいて紹

介いただけること、これはすごく大事なことだろうとつくづく思います。 

先ほどからいわゆる伊那バレー、リニアバレーという話が出てきますが、多分サウンデ

ィング型で一番成功したのは、シリコンバレーで間違いないと思います。 

シリコンバレーは第二次世界大戦のときに、ドイツ軍のレーダー網がすごくて、連合軍

がやられたので、これからは無線や半導体の時代だということで、国とスタンフォード大

学と組んで始めて、そこから企業がどんどん出てきたわけです。 

そのことによって、今カリフォルニア州は、日本全体のＧＤＰより大きくなっていま

す。 

今度できるリニア中央新幹線は、新幹線の使い勝手を持った空港ができるようなもので

す。ですからそれが東京、名古屋、大阪と完成していく中で、私どもとしてまず一番大事

なことは、この地域に雇用を創出して、いかに生産年齢人口の皆さんに住んでもらうか。

そのことによって人口が増えて社会の環境のもとを作れるかということ、インフラを造る

かということ、これは人口がないとできないことです。 
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それにプラス、先ほどから話題になっている飯田下伊那、伊那、木曽、それぞれの個性

を生かしたモノ、自然、文化、歴史、そういうものをしっかりと押さえながら活性化して

いくこと、それがすごく大事なことだろうと思っています。 

先ほどから出た話、とても素晴らしい話です。先ほど知事さんも言われましたが、私も

尖がっているからいいなとは思いますが、あまりそれだけで尖り過ぎも問題があるのでは

ないかと思います。 

この地域はとてつもない数の可能性がある場所だと思います。それをいろいろな角度か

らぜひとも県が中心になって、飯田下伊那、上伊那、それから木曽みんなでどういう地域

にするかというグランドデザインを民間とともに築くことが大事ではないかという気がし

ます。以上です。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

ありがとうございました。 

本日は県庁会場で、南信地区担当でもあります新田副知事が出席しておりますので、コ

メントをお願いいたします。 

 

【新田副知事】 

皆さん、こんにちは。初めて参加させていただきます副知事の新田です。 

今日いろいろな議論を聞かせていただきまして、今長野県の担当の１人としても強く感

じているのは、具体的な話が進んでいないという状況からこれを打開してギアチェンジす

るような取組が必要だと考えております。 

これまでも話がありましたようにこれから人口減少社会を迎えていきます。 

そうした中で、人工知能、ＡＩ、そして自動化といったテクノロジーの進化を踏まえ

て、これを先取りしていくような、未来都市を考えていくことが必要じゃないかと思って

おります。 

先ほども多極分散の先導モデルとしての地域、これを国家観を持ってというお話もござ

いました。国家戦略にこういった取組を位置づける必要があります。 

先ほど、シリコンバレーの話もありましたが、あれはスタンフォード大学を中心として

軍事計画局がいろんな技術をあそこからスピンアウトさせております。 

こういった国家戦略に位置付けていく必要があるわけですけれども、そのためにこそ、

世界水準で広く認知されるような地域にしていく必要があると思います。 

下伊那、上伊那それだけでなく、県全体にこの効果を波及させていくためにも、特に２

点がまず重要だと感じております。 

２点というのは、地域資源を強みとした実証都市圏域を作るという話と広域二次交通の

話がありました。この２点については、特に県・市町村の地域産業の人的リソースを集中

的に導入して議論を進めていく必要があると思います。 
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この地域資源を強みとした実証都市圏域、資料２－１に説明がありましたけれども、こ

れは単に実証プロジェクトにとどまることなく社会実装をキーワードに、社会実装を目標

にモデルとなる具体的テーマを早く打ち出す必要があると考えております。 

先ほどサウンディング型の市場調査という話もありましたが、具体的なテーマは、ソー

シャルフォレストリーとかサーキュラーエコノミー、ゼロカーボン、再生エネルギーを活

用した山岳リゾート観光、様々なアイディアがありました。こういったものの中から社会

実装まで目標にした具体的な取組テーマを早くこの会議の中でお示しできるように固めて

いきたいと考えております。 

そして二つ目、広域二次交通については、リニアが開業してから突然交通結節点として

の機能をリニア駅に持たせることは非現実的であります。 

開業する前から段階的にリニア駅周辺に人が集まる仕組みを、利用客が来る前から伊那

谷の住民や交流人口によってそういった仕組を作っていく必要があると思います。 

リニア駅が建設されるこの広場は、デザインの話もありましたけれども、実際にはそこ

に人が集まるイベントが高頻度で開催され、そこにアクセスするための移動手段、モビリ

ティを早期の段階から段階的に作っていく必要があると思います。 

開業後にはこういった広域二次交通が、上伊那、木曽、下伊那を越えて県内の重要交通

結節点として機能するようなことをイメージして、突然開業後にそれを機能させるのでは

なく段階的に取り組んでいくためのビジョン、計画を打ち出していく必要があると感じま

した。 

今日初めて参加させていただきましたが、これからリニア局を中心に具体的な提案が議

論できるように、ギアチェンジをして、この停滞感を打破し、進めていきたいと考えてお

ります。 

私からの意見は以上でございます。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

どうもありがとうございました。まもなく予定した時間になります。 

皆さん他にもあろうかと思いますが、また幹事会等で協議しながら進めさせていただき

たいと思います。 

最後に座長の知事から総括的なまとめをお願いいたします。 

 

【阿部知事】 

どうもありがとうございました。非常に次に繋がるようなご意見いろいろいただけたと

思います。 

白鳥市長がおっしゃっていた具体的にものが見えてこないというのは、私もずっと感じ

て、中ではそう主張していますので、しっかり具体的な取組を進めていきたいと思ってい

ます。下平村長がおっしゃっていたように民間とも一緒にグランドデザインを作っていく
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ということは非常に重要だと思います。 

お話しいただいたように長野県は東急とも包括連携協定を結ばせていただきましたし、

先日佐藤市長とも一緒に豊橋へ伺って、豊橋の商工会議所の会頭それから浜松市の商工会

議所の会頭ともお話をさせていただきました。民間の力をどうやってこの地域の発展に生

かしていくことができるかがこれから非常に大きなテーマではないかと思います。 

京浜急行との関係も含めて、しっかりやっていかなきゃいけないというのもあります。

この間森沢品川区長ともお話しましたが、「飯田市とは繋がっていますよ」というお話を

されていました。東京、名古屋、三遠南信、ある意味３地域は、伊那谷とほぼ隣接地域に

なるという感覚で、そういう地域の人たちともっともっと積極的に我々は今から交流した

方がいいと思います。そういうところに行くときは私もできるだけ一緒に行くようにしま

すし、また私が行くときも伊那谷の市町村長の皆さんも一緒に行ってもらえると、いろん

な繋がりができるのではないかと思います。 

産業の観点では、豊橋、三河港も行ってきましたが、愛知県側からすると、この三遠南

信で繋がることによって、自分たちの港をもっと使って欲しいという思いもありますの

で、そういう意味ではウィンウィンの関係を作れるような産業連携もしていくことが必要

だと思います。 

これからの議論はぜひ未来のまちをどう作るかという観点で、今の常識を超えていかな

ければいけないと思います。 

少なくとも 10年後 20年後を見据えたまちづくりが必要になってくると思いますので、

そういう視点で皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

交通はそういう意味では自動運転も視野に入れて考えることが必要ですし、今の国の規

制改革とか権限移譲についても積極的に取り組んで、この地域から日本の新しい地方の形

を作るのだという意気込みで取り組んでいきたいと思います。ぜひご協力をお願いすると

同時に、我々県としてリーダーシップをとるというご指摘もありましたので、しっかり取

り組んでまいりますということを申し上げ、私からの挨拶とさせていただきます。どうも

ありがとうございます。 

 

【細野 リニア整備推進局次長】 

どうもありがとうございました。以上をもちまして、伊那谷自治体会議を閉会とさせて

いただきます。 

本日は具体的な進め方についてご意見いただきまして誠にありがとうございました。 

 

（以上） 


